移住問題に就きて by 飯田 靜次郎
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移
住
問
題
に
就
き
て
飯
田
静
次
郎
・－－
抑
我
聞
に
於
て
は
、
移
住
な
る
語
を
以
て
、
外
国
人
が
内
閣
へ
居
を
移
す
場
合
も
、
又
内
園
人
が
外
国
に
回
仰
を
移
す
場
合
を
も
‘
包
合
せ
し
な
る
が
放
に
却
も
移
住
を
受
他
爾
様
に
解
す
。
但
し
何
れ
の
場
合
じ
於
て
も
、
移
住
は
植
民
さ
は
同
一
じ
め
ら
予
し
τ、
永
久
に
土
着
し
て
新
国
家
を
創
立
せ
ざ
る
場
合
を
指
す
も
の
さ
す
。
然
ら
ば
移
住
は
移
住
地
さ
本
固
定
の
聞
に
、
同
一
因
性
を
有
せ
ぎ
る
を
要
す
。
換
言
す
れ
ば
爾
者
の
聞
に
政
治
的
の
服
従
関
係
な
し
、
是
れ
植
民
さ
異
な
る
要
駄
な
り
。
叉
移
住
は
場
所
を
標
準
ざ
し
て
、
園
際
問
の
移
住
、
郎
ち
園
際
的
移
住
吉
、
内
地
移
住
さ
に
、
分
つ
こ
ど
を
得
ぺ
し
。
内
地
移
住
芭
は
、
内
地
に
於
て
人
口
調
密
の
所
よ
り
人
口
稀
薄
の
所
じ
向
て
移
動
す
る
も
の
じ
し
て
、
・一
闘
経
済
上
必
要
な
b
o
我
北
海
道
移
住
、
又
は
朝
鮮
移
住
問
題
に
就
き
て
三
三
七
商
業
主
総
務
移
民
の
内
地
移
伎
の
如
き
是
な
り
。
然
れ
ざ
も
蕊
に
論
壱
ん
ざ
す
る
移
住
は
、
園
際
的
移
住
に
し
て
、
内
地
移
三
三
入
伎
に
あ
ら
ざ
る
な
b
。
世
界
に
於
け
る
最
大
の
移
入
国
さ
し
て
、
各
閣
民
の
群
集
せ
る
北
米
合
衆
園
を
始
め
、
其
他
諸
移
民
放
迦
園
が
、
近
年
綴
々
芭
し
て
、
排
移
民
図
仁
愛
じ
た
る
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
や
、
殊
に
A
n
血
熱
闘
の
西
部
批
労
働
者
階
扱
仁
一
於
て
は
、
排
日
傾
向
生
じ
、
之
れ
が
震
我
移
民
の
制
限
、
土
地
所
有
槌
の
停
止
さ
な
れ
り
。
尤
も
嘗
初
じ
於
て
、
此
現
象
は
西
部
地
方
の
努
働
者
間
仁
の
み
起
れ
る
も
の
に
し
て
、
全
米
間
人
の
知
る
所
仁
あ
ら
字
。
然
な
が
ら
裳
外
形
上
に
現
は
れ
た
る
制
限
に
錯
し
、
我
闇
人
の
不
徹
快
な
る
成
情
を
招
き
し
も
の
さ
想
像
し
て
種
々
の
風
設
を
信
じ
紳
経
を
過
敏
な
ら
し
め
た
る
は
．
造
も
怪
し
む
に
足
ら
子
。
例
へ
ば
彼
の
エ
キ
ザ
ミ
ナ
一
振
の
新
聞
紙
に
よ
り
傍
へ
ら
れ
た
る
、
日
一
盛
濁
三
園
周
波
説
の
如
き
、
紐
育
の
諸
新
聞
は
勿
論
、
一
時
は
米
国
朝
野
の
有
識
者
政
治
家
の
話
題
に
な
り
た
る
が
、
従
来
米
閣
は
軍
備
ピ
移
す
ぺ
き
耗
の
軍
備
h
T
、
有
せ
ざ
句
き
を
以
て
、
一
般
に
か
、
る
風
設
は
、
常
に
有
識
者
閉
じ
、
有
耶
無
耶
に
葬
ら
る
、
を
例
芭
し
、
右
の
風
説
も
殆
ざ
痕
跡
な
き
事
資
ざ
し
て
取
治
さ
れ
た
ち
。
然
る
に
米
図
は
謝
濁
宣
戦
の
結
果
、
忽
備
搬
張
心
岩
手
し
て
、
欧
洲
大
戦
に
参
加
し
て
、
戦
勝
の
柴
容
を
占
め
闘
機
の
按
揚
さ
な
b
、
加
州
に
於
て
は
、
遂
に
排
日
的
土
地
法
の
通
過
を
計
り
、
比
傾
向
は
ヲ
～
v
y
ト
シ
州
及
ア
キ
ナ
只
州
に
伸
機
せ
し
が
如
〈
、
相
次
で
加
衆
陀
及
濠
州
等
に
も
及
ぼ
し
加
州
仁
一
於
け
る
排
日
傾
向
は
単
に
地
方
的
問
題
に
あ
ら
守
し
て
全
米
闘
の
問
題
ぜ
な
れ
り
、
京
町
宮
に
世
界
的
問
題
吉
一
化
す
る
に
至
れ
b
－
例
へ
ば
彼
の
支
那
じ
で
は
、
特
に
山
東
問
題
に
闘
し
、
長
〈
排
日
の
態
度
？
示
し
、
又
西
比
刺
亙
に
於
て
も
、
尼
港
に
於
り
る
虐
殺
事
件
を
惹
起
し
、
反
日
の
気
分
あ
り
、
是
等
の
原
因
を
探
究
す
る
に
、
一
方
我
国
従
来
の
政
策
に
負
ふ
所
あ
る
な
ら
ん
も
、
他
方
北
米
合
衆
闘
の
排
日
傾
向
仁
、
困
る
所
少
な
か
ら
ざ
る
ぺ
し
。
然
L
て
斯
る
排
日
傾
向
を
慈
越
せ
し
根
本
原
因
は
、
移
住
問
題
に
外
な
ら
争
。
是
れ
議
仁
本
題
を
提
供
し
主
ご
し
て
経
務
上
の
見
地
よ
b
、
卿
論
越
せ
ん
さ
欲
す
る
所
以
な
b
。
・固
．．． 
凡
そ
人
は
自
国
の
風
土
、
気
候
、
風
俗
、
努
慣
、
等
じ
慣
れ
特
別
の
場
合
を
除
き
て
、
何
人
も
愛
国
の
念
は
頗
る
痛
切
な
る
に
、
之
を
拠
ち
て
迷
く
外
圏
へ
至
ら
ん
ざ
す
る
仁
は
、
其
原
因
な
か
も
ぎ
る
ぺ
か
ら
宇
。
第
一
は
夫
の
往
時
仁
於
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
入
、
フ
イ
ピ
フ
シ
ド
人
、
ピ
ユ
yタ
シ
宗
徒
及
ユ
ダ
ヤ
人
等
が
、
各
母
闘
を
去
り
て
新
大
陸
へ
移
り
た
る
如
〈
、
母
国
の
虐
政
じ
堪
ふ
る
こ
さ
能
は
ぎ
る
か
）、
或
は
一
耽
曾
上
の
冷
遇
に
接
し
或
は
異
教
徒
ざ
し
て
迫
容
を
受
け
た
る
に
図
る
ぺ
〈
、
又
欧
測
に
於
て
封
建
制
度
の
下
に
ゐ
り
た
る
・諸
侯
の
守
闘
の
結
果
、
穆
勃
た
る
欧
洲
人
が
胃
険
的
精
紳
を
以
て
、
新
大
陸
へ
一移
住
し
た
る
が
如
き
も
其
一
因
な
り
。
第
二
は
崇
敬
上
、
枇
舎
上
何
等
の
迫
害
を
受
り
ぎ
れ
ぎ
も
、
惜
な
ら
〈
は
自
閣
の
領
土
狭
隆
人
口
過
剰
、
又
は
鞠
震
℃
・も
で
生
業
少
〈
、
十
分
の
般
入
を
一
ら
れ
ざ
る
を
以
て
、
不
得
止
自
闘
を
去
り
て
、
海
外
へ
出
稼
し
生
活
移
住
同
窓
口
金
規
て
三
一三
丸
商
．
鍵
官
経
費
三
回
O
を
維
持
せ
ん
迂
欲
す
る
も
の
に
し
て
）
夫
の
ア
イ
Y
－y
y
v
入
伊
太
人
等
の
主
さ
し
て
北
米
へ
渡
航
し
た
る
が
如
き
、
又
東
洋
に
あ
り
で
は
、
支
那
人
及
我
日
本
人
の
年
三
岡
洋
布
睦
及
米
国
西
海
岸
へ
至
b
た
る
が
如
き
、
即
ち
是
な
b
ピ
す
o
A
1
我
外
務
省
の
調
査
に
よ
b
、
歌
洲
大
戦
開
戦
前
年
末
に
於
げ
る
、
海
外
各
地
日
本
人
総
裁
を
観
る
に
、
三
十
三
高
入
千
百
十
人
人
に
し
て
、
之
を
各
国
別
じ
直
別
す
れ
ば
、
北
米
の
十
六
高
五
千
百
人
十
六
人
を
大
多
数
ざ
し
、
支
那
に
十
一
高
二
千
五
百
五
十
六
人
、
之
じ
次
ぎ
英
直
別
は
左
の
如
し
。
地
名
人
数
地
人
数
印
度
入
入
O
南北
米米
J，圃同、 ，目、
曽橿シ桑
剰西 F港
訳語J名
爾伯可ヤ
然刺加ト
丁西寮pν
等爾陀、
島、等音f
合秘 fl.J 
む露合ト、J むヲ
、..／
一
六
玉
、
｝
入
六
南
洋
方
面
一
九
、
四
二
六
新
嘉
披
四
、
八
一
一
一
露
領
亜
細
亜
一
六
、
0
0
0
四
、
六
九
九
馬
尼
刺
四
、
二
七
七
欧
羅
巴
一
、
ニ
O
二
バ
タ
ピ
ヤ
一
一
、
四
ニ
ニ
支
那
一
二
一
、
五
五
六
ジ
ド
－
一
：
六
、
六
四
九
又
中
幕
民
国
外
交
部
の
調
査
に
よ
b
、
同
年
末
に
於
げ
る
外
国
移
住
の
支
那
人
を
示
せ
ば
次
の
如
し
。
地
名
人
数
地
名
人
数
爪
挫
一
、
入
二
五
、
0
0
0
北
米
合
衆
国
一
五
O
、
0
0
0
越
経
安
商
比
律
賓
庭
内
西
比
利
亜
日緬
匂
基
栂
香
港
朝
鮮
加
奈
陀
一、一九
0
0
、．
0
0
0
一
九
七
、
三
0
0
入
四
、
O
六
O
七
回
、
五
六
O
三
七
、
0
0
0
本
一
七
、
七
0
0
玖濠
馬
九
O
、
0
0
0
州
三
五
、
0
0
0
一
三
四
、
六
0
0
二
、
二
五
八
．
六
五
O
三
一
四
、
一
二
九
O
一
二
二
0
0
一二、
0
0
0
伯
刺
西
爾
ニ
O
、
0
0
0
欧
洲
一
、
七
六
O
新
草
加
披
一、
0
0
0
、
0
0
0
印
度
支
那
一、
O
二
三
、
五
0
0
墨
西
寄
三、
0
0
0
睦
二
七
、
0
0
0
秘商
運
弗
刺
加
合 布
露
四
五
、
0
0
0
五、
0
0
0
計
入
、
入
六
六
、
七
二
O
第
三
は
自
国
の
人
口
調
密
に
し
て
、
生
業
少
き
銭
め
積
極
的
仁
移
出
政
策
を
行
ひ
‘
過
剰
の
人
口
を
海
外
へ
移
出
し
、
民
族
の
畿
展
を
企
闘
す
る
も
の
に
し
て
、
夫
の
コ
y
，ヘャ、
y
セ
リ
ユ
1
以
来
歴
代
の
働
国
政
治
家
の
苦
心
の
如
き
、
叉
英
国
及
濁
逸
の
甫
阿
に
注
目
し
た
る
が
如
き
、
又
伊
太
利
の
商
北
霊
米
一利
加
仁
移
出
せ
る
が
如
き
‘
此
政
策
に
基
く
も
の
な
b
。
又
新
大
圏
、
－
未
開
闘
に
し
て
、
入
・
ロ
稀
薄
な
る
第
め
、
産
業
の
後
展
を
移
住
問
題
に
説
き
て
三
回
一
高
・業
定
経
雄
開
三
四
ニ
期
す
る
能
は
ざ
る
場
合
じ
は
、
盛
に
海
外
よ
り
移
民
を
遁
へ
4
努
カ
の
快
乏
sb
－
補
は
ぎ
る
可
か
ら
子
。
夫
の
嘗
て
米
園
仁
於
τ、
盛
じ
移
民
を
救
遡
し
た
る
が
如
き
、
又
南
米
諸
国
に
於
り
る
移
入
政
策
ー
の
如
き
、
英
溜
例
な
h
d
o
然
し
な
が
ら
如
何
な
る
闘
に
於
て
も
、
如
何
な
る
時
代
に
於
て
も
、
移
出
政
策
金
行
ひ
、
又
は
移
入
政
策
を
行
ふ
も
の
さ
、
断
定
す
る
こ
さ
能
は
子
、
闘
に
よ
b
、
時
代
じ
よ
b
、
却
で
反
嚇
到
の
政
策
に
出
づ
る
こ
芭
あ
b
、
近
年
に
於
り
る
米
国
濠
州
及
南
米
諸
国
の
態
度
は
E
に
是
な
り
さ
云
ふ
ぺ
し
。
次
長
欧
洲
大
戦
開
始
以
前
に
於
け
る
、
世
界
各
国
の
移
住
紋
況
を
窺
ふ
じ
、
閣
に
よ
り
移
出
の
み
行
は
れ
、
又
は
移
入
の
み
行
は
れ
、
或
は
移
出
及
移
入
共
に
行
は
る
、
お
も
の
あ
り
。
的
ち
其
概
況
を
表
示
す
れ
ば
次
の
如
し。
国
名
諮
成
瑞
典
丁
抹
濁
逸
不1
関
白
耳
義
年
度
移
出
民
数
移
入
民
数
一
九
一
一
一
二
、
四
七
七
一
九
一
一
一
六
、
七
七
O
一
九
一
一
入
、
三
O
三
一
九
一
二
二
、
六
九
O
一九二
四
一
二
、
入
三
入
一
九
一
一
コ
3
1
0
0七
油
開
北
側
牙
商
班
牙
伊
太
利
瑞
西
填
太
利
旬
牙
利
北
米
合
衆
国
ァ
Y
ゼ
Y
チ
ン
の
ノ
山
F
・グ
エ
イ
プ
ラ
ジ
－
y
一
九
一
O
二
九
、
九
三
六
一
九
二
二
ハ
六
、
六
一
七
一
九
一
五
三
三
、
入
四
四
一
九
一
五
、
五
一
二
九
一
六
0
、
七
五
一
一
九
二
一
、
六
四
三
、
三
三
四
九九
0 -・ 
ニ
二
二
、
三
七
一
一
一
、
？
二
七
一
九
一
一
一
三
五
、
九
六
七
（
右
表
は
m
g
a
a
w包
b
Z
5
2
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－
高
司
江
口
ne己
保
O
吾
O
『
伊
豆
町
ロ
の
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53ω
同む
ζ
に
依
る
）
・－－． 
・圃． 
世
界
文
明
園
の
内
に
て
、
帝
国
主
義
を
遵
奉
し
、
闘
機
の
稜
揚
、
図
土
の
畷
張
、
民
族
の
膨
脹
等
に
腐
心
す
る
園
家
に
於
て
は
、
移
民
を
奨
臨
糊
す
る
を
常
芭
す
れ
ぢ
色
、
世
に
は
今
宵
ほ
移
出
民
じ
鵠
し
、
自
図
の
震
害
多
《
し
て
、
利
少
な
し
さ
主
張
す
る
も
の
少
な
か
ら
み
γ
。
英
要
鈷
を
摘
記
す
れ
ば
、
海
外
仁
出
稼
し
移
住
せ
ん
ご
惨
性
問
題
に
就
き
て
三
四
三
閥
提
言
・鯉
慣
三
四
回
欲
す
る
も
の
は
、
女
子
仁
少
く
男
子
に
多
き
を
以
て
、
自
国
に
於
け
る
男
女
の
鍛
に
不
平
均
を
来
す
こ
さ
あ
b
。
例
へ
ば
移
出
幽
た
る
欧
洲
諸
国
に
は
、
女
子
多
〈
し
て
男
子
少
な
き
じ
．
移
入
鴎
た
る
亙
米
別
加
諸
図
及
濠
州
に
あ
b
て
は
男
子
多
〈
、
女
子
少
な
き
・が
如
き
一
部
此
原
因
に
基
く
が
如
し
。
叉
不
具
及
び
簸
疾
者
の
如
き
、
不
健
全
な
る
劣
怒
の
分
子
の
み
本
閤
じ
残
留
し
、
海
外
ヘ
向
ふ
も
の
は
健
全
な
る
者
の
み
に
限
ら
る
、
傾
向
あ
b
、
且
自
闘
を
去
b
海
外
へ
移
住
せ
ん
ご
欲
す
る
も
の
は
、
多
く
は
丁
年
以
上
老
年
以
下
の
範
固
に
限
ら
る
、
を
以
て
、
一
国
の
人
日
中
生
産
に
最
も
遮
嘗
せ
る
枇
丁
を
排
出
す
る
ζ
芝
、
な
b
て
、
閣
内
に
は
幼
年
者
及
事
年
者
の
み
比
較
的
に
多
く
残
留
す
る
が
放
に
、
移
入
閣
の
生
産
カ
を
増
加
す
る
に
反
し
て
、
本
国
商
工
業
の
後
迭
を
阻
害
し
、
大
じ
し
て
は
自
聞
に
於
り
る
人
種
の
退
化
、
又
は
人
秘
の
改
良
守
困
難
な
ら
し
む
。
卸
も
移
出
国
に
於
て
は
、
送
若
男
女
等
の
自
然
的
調
和
を
失
し
、
生
産
者
会
減
じ
不
生
産
者
を
増
加
し
、
一
園
人
口
の
静
健
は
、
三
角
塔
を
形
成
す
ぺ
き
な
る
に
、
恰
か
も
紡
錘
の
如
き
形
放
を
矯
し
、
赴
曾
組
織
の
竪
質
を
保
つ
所
以
に
あ
ら
？
さ
唱
ふ
る
じ
あ
b
o
此
設
の
蛍
否
を
検
せ
ん
に
、
往
時
に
於
げ
る
移
住
は
、
己
じ
逃
ぺ
た
る
が
如
〈
、
主
ざ
し
て
政
治
上
及
宗
数
上
等
の
原
因
に
よ
り
、
行
は
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
質
に
白
閣
の
大
な
る
経
済
的
損
失
な
る
が
放
に
、
之
れ
守
防
止
す
る
の
要
ゐ
b
さ
錐
も
、
方
今
海
外
へ
移
住
す
る
者
は
、
主
ご
し
て
自
問
人
口
の
過
剰
に
基
く
も
の
に
し
て
、
貨
に
ポ
1
y
ユ
1
氏
の
一
式
へ
る
が
如
く
、
移
民
の
鍛
は
自
国
人
口
に
比
す
れ
ば
恰
も
鼻
血
の
健
血
に
於
り
る
が
如
〈
、
到
底
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
に
は
あ
ら
ぎ
る
な
り
。
之
に
反
し
て
一
一
般
に
移
民
な
出
す
は
、
一
闘
の
利
盆
決
し
て
少
か
ら
十
。
却
も
其
重
な
る
も
の
は
経
済
上
、
一
枇
合
上
の
利
盆
に
し
て
、
犬
の
白
凶
に
於
て
土
地
狭
降
、
人
口
一
過
剰
の
結
果
職
業
稀
少
に
し
て
、
牧
入
少
な
〈
衣
食
の
絵
b
u
得
る
じ
困
難
な
る
場
合
に
は
、
海
外
へ
移
住
す
る
の
必
要
大
な
り
。
又
園
家
も
移
出
政
策
を
議
宇
る
の
必
要
起
．る
ぺ
し
、
印
ち
之
に
よ
り
て
人
口
…
過
剰
に
基
く
枇
食
上
の
窮
迫
を
緩
和
し
、
自
闘
の
経
務
後
遠
の
程
度
仁
人
口
の
数
量
を
泊
合
せ
し
む
る
を
件
ぺ
し
。
就
も
移
出
の
結
果
一
時
人
口
の
減
少
を
来
さ
ん
も
、
之
が
潟
就
業
の
機
曾
増
加
す
る
に
従
ひ
、
牧
入
を
増
進
し
出
産
数
を
増
加
し
、
或
程
度
ま
で
日
然
に
填
補
せ
ら
る
、
こ
さ
変
附
酬
に
於
け
る
質
例
の
示
す
所
な
り
。
又
一
時
的
出
稼
移
民
じ
於
て
も
多
大
の
利
盆
を
衡
す
も
の
に
し
て
、
本
国
に
於
て
生
活
の
途
を
得
ざ
る
者
も
移
民
ざ
な
り
て
、
海
外
よ
り
年
々
E
額
の
送
金
を
湾
す
に
於
て
は
、
本
図
に
於
り
る
外
債
の
償
還
に
便
宜
を
奥
へ
、
園
富
場
進
の
基
を
開
〈
を
得
ぺ
し
。
彼
の
伊
太
利
の
如
き
は
葉
遊
一
九
O
七
年
伊
太
利
移
民
調
査
委
員
舎
は
裳
の
移
民
の
自
国
ヘ
利
金
を
聴
聞
し
た
る
理
由
ざ
し
て
、
例
に
し
て
、
（
一
）
妹
労
働
の
需
要
供
給
の
卒
均
、
（
ニ
）
無
職
業
者
の
減
少
、
（
三
）
一
労
働
者
の
牧
入
の
増
加
、
（
四
）
小
作
契
約
の
小
作
人
に
有
利
さ
な
り
た
る
こ
ぎ
、
（
五
）
地
僚
の
勝
賞
、
（
六
）
地
方
村
落
に
金
廻
り
の
良
好
ぜ
な
れ
る
こ
定
、
（
七
）
企
業
の
勃
奥
、
（
入
）
経
済
的
技
術
の
進
歩
、
（
九
）
商
業
の
後
透
、
（
十
二
般
に
経
済
界
を
繁
祭
な
ら
し
め
た
る
こ
芝
、
等
を
列
携
し
た
る
じ
見
る
も
明
な
る
ぺ
し
。
伊
太
刺
さ
殆
ざ
同
一
境
遇
じ
あ
る
我
図
じ
於
て
も
、
海
外
移
民
の
我
園
民
経
済
上
じ
貢
献
し
た
る
は
、
彼
等
穆
住
問
題
に
旗
・
き
て
品
四
五
商
‘
暴
言
艦
踊
開
三
回
会
の
内
地
迭
金
額
年
々
約
二
千
徐
高
固
に
遣
し
お
る
を
見
る
も
‘
闘
際
貸
借
関
係
上
・刺
す
る
mm決
し
て
少
な
か
ら
十
。
又
・
我
内
地
に
於
て
も
海
外
移
民
を
多
く
出
せ
る
地
方
は
、
英
送
金
じ
よ
り
．
或
は
相
嘗
の
資
産
を
作
り
て
、
鯖
閤
せ
る
人
々
に
よ
b
一
一
般
じ
紫
紘
加
を
来
せ
h
o
而
じ
て
比
種
の
方
法
に
よ
る
外
資
の
韓
入
ば
、
彼
の
政
府
、
若
し
〈
は
大
曾
枇
又
は
都
市
等
に
て
外
債
の
募
集
を
錯
し
、
其
金
額
を
一
時
に
一
一
地
方
へ
支
挽
ふ
場
合
さ
異
り
、
又
外
債
h
f
募
集
し
て
英
資
金
の
大
部
分
を
、
欧
米
の
市
場
に
預
託
し
、
機
械
其
品
加
の
物
資
を
購
買
し
、
其
代
金
ど
し
て
之
れ
が
支
梯
を
錯
す
場
合
さ
頗
る
性
質
を
異
に
し
、
海
外
在
留
移
民
に
よ
り
、
小
口
に
て
全
国
各
地
へ
港
金
せ
ら
る
、
も
の
な
れ
ば
、
恰
も
慈
雨
の
全
国
各
地
を
潤
す
が
如
く
、
寒
村
僻
地
に
於
て
も
業
別
盆
に
治
す
る
を
得
ぺ
し
。
而
し
て
同
一
場
所
に
の
み
俄
に
多
額
の
資
金
を
供
す
る
の
弊
あ
ら
ぎ
る
を
以
て
、
其
資
金
は
一
一
地
方
に
停
滞
せ
守
、
従
て
者
修
費
穆
の
風
b
z
慈
越
せ
守
、
該
資
金
は
最
も
よ
〈
消
化
せ
ら
れ
た
る
形
に
於
て
、
内
固
に
散
布
せ
ら
れ
赴
曾
上
良
好
な
る
結
果
を
生
宇
ぺ
し
。
而
し
て
移
民
盛
に
行
は
れ
、
民
族
各
地
に
散
任
し
後
反
す
る
さ
き
は
、
本
闘
の
言
語
を
世
界
に
仰
へ
、
風
俗
噌
好
h
a
移
し
、
次
に
・
本
国
生
産
口
仰
の
販
路
搬
張
さ
な
b
、
政
治
上
、
経
済
上
、
岡
家
後
燥
の
基
守
彦
く
や
明
か
な
b
o
質
じ
商
業
は
国
旗
に
従
ふ
ピ
腕
す
れ
ざ
も
、
図
旗
は
又
闘
民
に
従
ふ
も
の
な
れ
ば
、
国
民
の
海
外
援
展
仁
一
伴
ひ
、
交
通
伐
易
も
偉
大
な
る
按
遣
を
京
か
す
べ
き
な
も
。
四
凡
そ
移
住
は
前
述
し
た
る
が
如
〈
、
種
々
の
原
因
じ
基
ぐ
も
の
な
る
が
、
近
世
に
於
て
は
一
般
に
人
口
籾
密
な
る
所
よ
り
、
人
口
稀
務
に
し
て
図
宮
の
開
拓
行
は
れ
ざ
る
地
方
ヘ
、
努
力
供
給
ご
し
て
移
動
す
る
も
の
な
b
。
且
セ
y
グ
マ
y
氏
の
云
へ
る
が
如
〈
、
近
世
総
務
上
の
自
由
は
種
々
の
方
面
に
綾
田
成
し
た
る
が
、
移
住
の
自
由
も
其
一
ざ
し
て
認
め
ら
れ
、
交
通
経
済
の
畿
逮
に
伴
ひ
未
曾
有
山
推
移
h
u
遂
げ
た
る
も
の
な
b
。
是
れ
混
立
鎖
国
の
放
態
は
、
文
明
進
歩
の
障
害
な
る
を
以
て
、
園
際
聞
に
人
類
の
自
由
な
る
移
動
を
認
め
、
以
て
国
民
経
済
の
繁
祭
ゐ
延
期
せ
る
に
外
な
ら
や
。
是
れ
が
錫
各
国
は
図
法
中
に
、
人
の
自
由
な
る
移
動
を
蕗
む
る
明
文
を
設
り
、
又
は
園
際
保
約
に
於
て
之
を
協
定
し
、
只
赴
曾
政
策
上
、
軍
事
上
、
或
は
刑
事
上
等
の
理
由
に
よ
h
、
除
外
例
を
設
け
た
る
に
過
ぎ
宇
。
之
れ
が
錫
圏
際
聞
の
移
住
は
交
通
機
関
の
後
展
に
従
ひ
、
盆
頻
繁
に
行
は
れ
た
b
。
然
る
仁
此
現
家
は
近
年
に
至
り
著
し
き
獲
態
伝
家
b
、
世
界
の
移
住
固
定
し
て
各
闘
移
民
を
放
迎
し
た
る
諮
問
が
、
殆
ぜ
排
移
民
国
さ
鐙
化
す
る
に
軍
一
る
た
る
は
注
意
す
べ
き
傾
向
さ
云
ム
ペ
し
。
A
1
質
例
を
拳
げ
ん
に
北
米
合
衆
国
は
千
八
百
八
十
二
年
、
千
八
百
人
十
八
年
、
千
八
百
九
十
二
年
、
及
千
九
百
O
二
年
の
四
周
に
亙
り
支
那
移
民
入
笛
紫
止
法
を
畿
布
し
、
次
で
我
固
に
封
し
T
も
夫
の
加
州
仁
於
け
る
皐
一
重
隔
離
問
題
以
来
、
移
民
の
制
限
、
土
地
所
有
権
の
停
止
さ
な
り
、
盆
入
園
を
不
利
さ
し
、
近
ぐ
排
目
的
土
地
法
の
通
過
を
見
た
り
。
之
移
住
問
題
に
就
き
て
三
四
七
商
棄
さ
経
済
三
四
八
に
次
で
濠
州
に
で
も
、
漸
次
排
移
民
熱
は
高
度
芯
な
り
、
千
九
百
’一
年
後
布
の
移
民
法
は
合
衆
図
絵
芝
殆
乞
同
様
の
規
注
に
し
て
、
且
知
識
的
試
験
h
T
課
す
を
以
て
労
働
者
の
入
閣
は
事
賃
上
不
可
能
ぜ
な
れ
り
。
英
他
加
奈
陀
に
あ
b
て
も
、
千
九
百
六
年
の
移
民
法
．
に
よ
b
股
重
な
る
法
規
を
設
り
、
或
は
近
年
バ
ナ
て
グ
ア
ア
マ
ラ
、
〆
－
フ
グ
1
等
の
小
閣
に
至
る
迄
、
支
那
移
民
の
入
園
を
禁
止
し
た
る
が
如
き
、
移
民
制
限
の
思
想
は
某
後
南
阿
植
民
地
諸
闘
へ
も
傍
搭
し
、
千
九
百
六
年
の
新
法
仁
よ
り
此
種
の
制
限
を
設
り
、
ヌ
2
7
y
兵
〆
1
Y
及
オ
V
Y
ジ
植
民
地
に
於
て
も
入
闘
を
制
限
し
た
b
o
念
ふ
に
是
等
の
諸
国
に
於
て
も
、
人
口
調
密
な
ら
子
園
宮
の
開
拓
十
分
行
は
れ
5
6時
代
に
あ
り
て
は
、
各
国
よ
り
移
民
を
欺
迎
し
た
れ
ざ
も
、
漸
次
資
本
及
努
カ
の
供
給
潤
漆
な
る
に
至
れ
ば
、
文
化
の
程
度
低
き
努
働
者
の
入
閣
を
嫌
忌
す
る
に
至
る
は
、
誠
に
明
白
な
る
事
寅
な
り
。
之
れ
移
入
国
に
謝
し
て
は
、
自
闘
勢
働
者
の
経
済
上
の
地
位
ぞ
低
下
し
、
英
結
果
貧
民
増
加
の
恐
れ
あ
り
、
次
に
各
異
民
放
の
混
在
は
同
化
仁
困
難
な
る
潟
国
家
の
統
一
を
倣
〈
恐
れ
あ
る
に
よ
る
も
の
さ
云
は
ざ
る
べ
か
ら
宇
。
勿
論
吾
人
は
世
界
各
地
如
何
な
る
地
方
に
住
す
る
も
、
自
由
な
る
が
放
に
、
北
米
合
衆
国
に
於
て
も
、
又
濠
州
に
於
て
も
、
白
人
種
の
み
住
す
ぺ
き
所
に
あ
ら
ぎ
る
ぺ
し
。
只
此
等
の
地
方
に
於
て
白
人
種
は
裳
地
住
民
芝
生
存
競
宰
の
結
果
其
地
方
の
主
さ
な
b
た
る
に
過
ぎ
十
し
て
、
初
も
人
類
の
生
存
上
、
自
由
な
る
移
動
に
何
等
の
制
限
を
受
〈
ぺ
き
も
の
に
あ
ら
ゴ
る
ぺ
し
。
然
し
な
が
ら
現
今
世
界
上
の
或
地
方
は
、
気
候
及
地
球
の
影
響
を
家
b
、
劣
等
人
穏
に
し
て
始
め
て
庖
を
定
め
得
ぺ
き
所
あ
り
。
尤
是
等
の
地
方
に
於
て
も
、
相
蛍
に
防
寒
の
設
備
、
又
は
防
暑
の
方
法
案
出
せ
ら
る
、
当
時
は
、
文
明
人
の
居
住
に
耐
へ
ざ
る
所
な
き
に
あ
ら
争
、
而
し
て
各
国
民
が
各
地
に
割
嬢
し
て
一
定
の
領
域
な
定
め
、
共
同
生
活
を
傍
む
に
於
て
は
、
此
飯
域
内
に
夫
々
一
特
殊
の
風
俗
、
習
慣
、
言
語
、
文
化
、
法
律
、
宗
教
、
知
識
、
思
想
及
生
活
程
度
等
を
後
生
す
る
を
以
て
、
之
に
違
反
す
る
者
は
排
斥
せ
ら
る
〉
を
常
さ
す
。
是
恰
も
熱
論
の
衝
地
に
於
て
は
気
候
、
風
土
等
の
自
然
の
際
客
あ
b
、
文
明
人
は
容
易
に
定
住
す
る
こ
さ
能
は
．
さ
る
が
’m〈
‘
文
明
の
程
皮
低
き
入
額
は
、
英
高
き
幽
龍
内
部
の
文
明
の
皮
に
同
化
し
、
初
め
て
其
優
れ
た
る
文
化
の
図
鐙
内
に
居
住
す
る
こ
・
さ
を
得
ぺ
し
。
史
に
徴
す
る
に
風
俗
習
慣
を
異
に
し
た
る
種
々
の
民
族
が
、
機
械
的
に
集
b
、
而
し
て
統
一
的
に
秩
序
あ
る
園
家
を
形
成
し
た
る
質
例
は
、
極
め
て
稀
な
る
現
象
な
り
、
必
令
や
其
領
域
内
に
於
て
民
族
的
偏
見
を
示
し
、
等
間
盛
に
行
は
る
k
h
を
常
さ
せ
る
が
如
し
、
尤
も
稀
に
は
長
年
月
の
関
に
漸
次
融
和
せ
ら
れ
た
る
事
寅
な
き
に
し
も
あ
ら
ぎ
れ
ざ
も
‘
多
〈
は
固
満
な
る
幸
穏
を
来
き
守
し
て
、
闘
民
思
想
の
堕
落
、
文
明
の
退
歩
等
恐
怖
す
ぺ
き
結
果
を
呈
す
る
も
の
な
れ
ば
、
荷
〈
も
一
国
が
侍
来
的
に
優
り
た
る
文
明
を
有
し
、
之
を
維
持
せ
ん
が
震
に
は
種
々
異
な
れ
る
文
化
を
有
す
る
人
民
、
治
省
〈
は
野
盤
蟻
除
の
人
民
の
移
住
は
、
之
を
排
斥
し
以
て
一
因
民
の
長
き
星
霜
そ
経
て
築
き
上
げ
た
る
優
越
の
文
明
を
維
持
す
る
の
手
段
を
競
争
る
は
、
自
衛
上
又
は
世
界
文
明
の
進
歩
援
遠
の
怨
不
得
止
手
段
な
b
ざ
一
玄
ム
こ
さ
を
得
ぺ
し
。
新
か
る
理
由
に
よ
り
、
移
入
国
が
自
国
民
の
統
一
を
保
ち
、
又
は
自
国
の
善
良
な
る
風
俗
を
維
持
せ
ん
が
籍
、
移
住
問
題
に
就
き
て
三
回
九
一商
識
さ
艦
割
三
五
O
移
民
h
z
業
地
方
固
有
民
族
に
同
化
せ
し
め
ん
さ
欲
す
る
は
疑
ふ
可
か
ら
子
。
然
れ
d
y
』
も
荷
も
英
図
民
の
国
籍
h
g
取
得
せ
ざ
る
間
は
、
英
移
民
は
・
依
然
外
国
人
な
る
を
以
て
、
物
質
的
及
精
紳
的
に
業
移
入
国
固
有
民
族
に
同
化
す
る
を
要
せ
ぎ
る
な
b
。
然
L
英
移
民
の
行
震
が
禁
固
の
る
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
を
害
し
、
或
は
英
国
に
危
害
を
奥
ふ
る
が
如
旨
・
場
合
に
於
て
は
、
英
国
は
国
際
法
上
の
自
衛
構
じ
よ
b
、
是
等
移
民
争
追
放
す
る
こ
さ
を
得
ぺ
し
o
是
を
以
て
移
民
は
其
移
入
地
の
利
・
害
を
慮
h
、
叉
自
国
臣
民
ざ
し
て
の
義
務
に
反
せ
ざ
る
限
b
、
英
移
住
園
の
生
活
に
親
み
、
風
俗
習
慣
等
を
偉
重
す
る
や
要
す
J
へ
し
。
質
例
に
徴
す
る
に
夫
の
米
国
に
於
て
は
支
那
人
の
排
尿
あ
b
、
其
後
我
国
民
の
排
早
川
あ
り
て
、
我
移
民
は
困
難
な
る
地
位
に
遭
遇
し
た
る
が
其
原
因
の
端
絡
は
努
働
者
聞
の
利
害
衝
突
を
初
め
、
叙
上
の
原
因
に
基
り
る
も
の
、
如
し
。
何
さ
な
れ
ば
嘗
て
米
固
に
於
て
支
那
移
民
排
斥
の
行
は
れ
た
る
嘗
時
に
於
け
る
報
告
に
「
物
質
的
繁
築
上
よ
り
観
察
す
れ
ば
、
太
平
洋
沿
岸
は
支
那
人
移
住
の
鋳
利
盆
す
る
所
多
〈
し
て
、
支
那
人
の
勢
カ
に
よ
り
一
般
の
宮
源
を
速
に
開
後
し
っ
、
ゐ
る
も
現
在
及
勝
来
に
於
り
る
道
徳
政
治
の
安
寧
幸
一
mを
犠
牲
さ
せ
ぎ
る
可
か
ら
字
、
是
れ
支
那
人
は
階
屋
に
住
仁
、
粗
食
に
甘
じ
狭
隆
な
る
道
路
に
密
集
し
術
生
規
則
を
無
税
し
、
防
火
の
法
令
を
守
ら
宇
且
英
行
動
の
醜
胞
に
し
て
道
徳
を
腐
敗
せ
し
め
殊
に
審
議
を
青
年
に
及
す
、
又
支
那
人
は
労
銀
低
廉
に
し
て
白
人
男
女
の
職
を
侵
害
し
餓
餓
に
瀕
せ
し
む
る
の
危
険
ゐ
己
資
し
特
に
婦
女
に
一
一
暦
の
困
難
を
及
ぼ
し
、
白
人
努
働
者
を
し
て
賎
奴
の
放
態
に
低
下
せ
し
む
る
恐
あ
b
」
さ
記
さ
れ
た
る
は
這
般
の
消
息
を
示
す
も
の
な
b
o
次
に
我
移
民
排
斥
蛍
時
仁
於
け
る
我
峠
労
働
者
の
放
況
を
窺
ふ
仁
、
白
人
努
働
者
さ
一
競
争
す
る
や
、
唯
一
の
武
器
は
低
廉
な
る
生
活
に
耐
ゆ
る
ぞ
以
て
、
欧
米
労
働
者
の
如
く
高
き
労
銀
を
受
く
る
を
要
せ
ぎ
る
駄
な
b
。
従
っ
て
資
本
家
よ
り
見
れ
ば
、
誠
に
赦
迎
す
J
へ
き
所
な
れ
ぜ
も
、
闘
家
の
劉
内
政
策
上
よ
り
見
れ
ば
、
決
し
て
赦
遡
す
べ
き
現
象
に
あ
ら
子
。
畢
一
覧
我
海
外
移
民
が
排
斥
せ
ら
る
〉
は
彼
等
の
多
く
が
生
活
耗
度
低
き
を
以
て
、
低
廉
な
る
労
銀
を
以
て
甘
じ
之
が
銭
米
国
の
努
働
者
階
絞
は
不
利
盆
な
る
競
争
を
受
け
、
叉
或
程
度
ま
で
同
化
に
困
難
に
し
て
道
徳
的
方
面
及
知
識
の
勤
に
於
て
も
欧
米
人
に
勝
れ
た
り
さ
云
ふ
能
は
さ
る
に
よ
り
し
な
る
ぺ
し
。
蓋
し
移
住
は
文
明
に
件
ふ
権
利
に
し
て
、
文
明
の
接
逮
程
度
仁
径
庭
少
く
風
俗
、
習
慣
、
道
徳
、
生
活
程
度
等
或
度
合
ま
で
一
致
す
る
時
は
、
移
住
に
何
等
の
障
害
起
ら
．
さ
る
べ
し
さ
離
も
、
之
ピ
反
す
る
場
合
仁
於
て
は
排
斥
桓
絶
等
の
障
害
起
る
ぺ
き
や
多
一
言
ロ
を
要
せ
ぎ
る
《
し
。
五
近
年
各
文
明
園
に
於
て
多
数
の
移
民
を
海
外
諸
国
へ
出
せ
し
は
、
主
ざ
し
て
商
工
業
の
後
逢
幼
稼
な
る
園
に
し
て
、
英
闘
内
に
於
て
生
業
少
〈
生
活
維
持
の
困
難
な
る
事
震
に
よ
る
。
然
れ
ば
人
口
の
増
加
護
・
大
な
る
も
、
茶
園
商
工
業
の
後
逮
．急
速
な
れ
ば
、
海
外
へ
の
移
住
は
自
然
減
少
す
る
こ
芝
、
な
る
ぺ
し
。
例
へ
ば
現
今
宮
強
な
る
邦
圏
は
、
何
れ
も
商
工
業
の
後
遥
せ
る
固
に
し
て
、
農
業
闘
に
あ
ら
宇
北
米
合
衆
閣
の
如
き
農
業
の
み
盛
移
佑
問
題
に
就
き
て
三
五
一
商
提
言
腿
輔
明
大
な
る
時
代
に
は
園
宮
は
増
進
せ
や
し
て
、
業
関
商
工
業
の
後
迭
に
伶
ひ
大
に
増
進
し
た
り
。
而
し
て
英
国
及
獅
逸
等
に
於
て
某
国
商
工
業
の
接
逮
す
る
に
従
ひ
、
国
外
へ
の
移
住
は
盆
減
少
し
た
り
し
を
見
れ
ば
、
商
工
業
の
安
建
は
圏
外
移
住
の
減
少
を
来
す
重
要
な
る
－
原
因
ぜ
云
ふ
も
、
敢
て
過
言
仁
あ
ら
．
さ
る
ぺ
し
。
又
伊
太
利
三
五
ニ
が
特
じ
多
数
の
移
民
を
出
せ
し
は
、
主
ご
し
て
商
工
業
の
援
港
幼
稼
な
る
篤
に
し
て
、
菅
に
同
園
の
人
口
が
他
闘
よ
b
も
増
進
の
皮
大
な
る
が
第
に
ゐ
ら
子
、
是
れ
同
国
よ
り
海
外
へ
の
移
出
は
、
商
工
業
の
比
較
的
に
竣
途
せ
る
北
部
地
方
に
於
て
は
稀
に
し
て
、
商
工
業
の
後
遺
幼
稚
な
る
南
部
地
方
よ
り
、
移
出
の
多
数
な
り
し
を
見
て
も
明
瞭
な
る
事
寅
な
b
。
之
さ
閉
じ
く
我
闘
に
於
て
も
現
今
商
工
業
の
後
建
顕
著
な
る
が
、
倫
－
一
暦
後
迭
す
る
に
於
て
は
、
海
外
移
住
は
自
然
減
少
す
べ
し
o
殊
に
我
閤
人
の
海
外
移
住
は
、
主
ざ
し
て
人
口
過
剰
の
結
果
な
れ
ば
、
人
口
の
増
加
し
之
等
を
牧
容
す
る
商
工
業
の
後
漣
及
ば
ぎ
れ
ば
、
自
然
海
外
へ
移
民
を
出
し
人
口
の
過
剰
仁
劉
し
講
和
を
”
識
や
－
ざ
る
可
か
ら
や
’
o
而
し
て
海
外
へ
移
民
を
出
す
仁
は
、
移
入
園
の
図
情
に
よ
り
、
移
民
の
質
を
遮
揮
し
、
適
宜
に
出
す
こ
ぜ
を
要
す
ぺ
し
。
例
へ
ば
満
洲
の
如
き
は
、
人
口
稀
薄
に
し
て
英
開
拓
じ
脱
す
る
部
分
は
多
か
ら
子
、
然
し
て
築
住
民
中
満
人
の
如
き
は
約
百
前
向
人
に
し
て
、
移
住
渓
人
の
約
二
十
分
の
一
に
過
ぎ
子
。
此
移
住
支
那
人
は
臓
精
業
に
従
事
し
、
主
さ
し
て
山
東
直
隷
雨
省
の
窮
民
な
る
を
以
て
、
其
生
活
獄
態
の
低
級
な
・
る
は
到
底
我
枇
労
働
者
の
状
態
を
比
す
可
か
ら
や
’
0
新
か
る
総
務
紋
態
な
る
を
以
て
、
我
努
働
者
は
彼
等
芝
鏡
守
す
る
こ
さ
能
は
守
、
只
我
州
人
の
彼
等
に
優
る
は
、
知
識
の
貼
．
資
金
の
豊
富
な
る
こ
さ
及
企
業
心
に
官
め
る
こ
ぜ
等
な
b
o
然
れ
ば
是
等
の
長
所
を
共
有
せ
る
邦
人
を
、
彼
の
地
に
移
出
し
、
此
支
那
人
の
努
力
を
利
用
し
て
、
経
俸
の
局
に
蛍
ら
し
め
．
さ
る
可
か
ら
宇
。
翻
て
世
界
の
最
大
移
入
園
た
る
北
米
合
衆
園
の
移
入
獄
況
を
窺
ム
に
、
建
国
後
約
一
世
紀
は
各
国
民
の
自
由
に
移
入
し
た
b
し
が
、
其
後
道
徳
上
、
健
カ
上
、
円
及
経
済
上
、
の
理
由
に
よ
b
漸
次
制
限
を
加
へ
る
に
歪
れ
b
o
殊
に
千
八
百
八
十
二
年
支
那
移
民
排
尿
絵
な
る
特
別
法
の
制
定
さ
な
り
、
人
積
的
制
限
は
初
め
て
移
民
政
策
上
に
出
現
し
た
b
o
此
政
策
は
支
那
移
民
の
後
継
者
た
る
我
園
移
民
に
も
趨
用
せ
ら
る
、
危
険
の
皮
加
は
り
し
が
千
九
百
七
年
の
紳
士
協
約
に
よ
b
、
僅
に
之
を
防
止
す
る
こ
さ
を
得
た
b
。
新
く
て
我
園
移
民
は
現
行
移
民
法
に
於
て
色
、
法
文
上
に
は
入
国
拒
絶
の
難
を
免
れ
た
る
も
、
依
然
ざ
し
て
紳
士
協
約
の
拘
束
ぞ
受
け
、
他
方
じ
は
千
九
百
二
十
年
末
の
加
州
新
土
地
法
に
よ
り
、
在
米
邦
人
の
利
機
は
一
一
府
減
殺
せ
ら
る
、
に
至
れ
り
。
賞
に
米
閣
は
建
闘
後
一
定
期
間
は
同
園
富
源
開
援
に
謝
す
る
努
か
の
繰
乏
大
な
り
し
が
錦
、
移
民
自
由
主
義
を
挙
じ
た
り
し
が
、
漸
次
努
カ
の
供
給
大
ざ
な
り
、
新
密
航
労
働
者
の
利
害
の
衝
突
を
見
る
に
及
び
、
各
園
移
民
の
素
質
を
選
揮
し
て
、
之
に
遊
嘗
な
る
制
限
を
加
ふ
る
の
必
要
よ
り
、
漸
次
移
民
制
限
主
義
を
採
用
す
る
仁
至
り
し
も
の
な
か
・
。
然
し
な
が
ら
今
や
文
化
の
m
何
度
及
園
カ
に
於
て
、
世
界
列
強
の
一
に
園
蓮
勃
興
せ
る
我
移
民
に
劉
し
他
の
亜
細
亜
人
吉
岡
親
し
、
差
別
的
待
泌
を
な
さ
ん
ご
す
る
は
、
会
〈
民
族
的
偏
見
に
基
〈
る
の
な
り
。
然
れ
ば
米
側
凶
じ
於
て
は
英
図
建
国
の
大
精
紳
た
る
J
E
g
g－
P
3
2
8件
。
ι
2
c
m
H
w
u
の
趣
旨
に
よ
り
，
民
族
的
係
見
移
住
問
題
に
就
寺
て
三
宝
三
商
業
さ
経
脅
三
五
削
を
去
り
、
政
治
上
、
社
曾
上
1
経
済
上
．
白
人
積
さ
同
様
の
地
位
及
機
利
を
認
め
、
会
平
正
義
同
情
を
以
て
我
h
T・
待
遇
し
、
日
本
人
に
あ
り
で
は
同
化
順
応
の
誠
意
及
努
カ
を
以
て
、
互
仁
人
格
を
鋒
重
し
繭
凶
同
胞
の
寅
を
会
ふ
す
る
－
E
』
仁
勉
め
ざ
る
可
か
ら
宇
。
（
国
民
経
済
雑
誌
三
十
怒
三
、
問
、
五
、
六
披
所
載
郷
教
授
精
「
謝
米
移
民
問
題
ヲ
論
ズ
」
会
照
）
。
我
国
移
出
民
の
放
態
を
窺
ふ
に
、
従
来
は
人
口
過
剰
の
銭
に
海
外
移
出
は
大
な
る
関
係
を
有
し
、
日
米
関
仁
紳
士
協
約
の
成
立
せ
し
頃
に
は
、
比
協
約
は
我
園
仁
劉
し
重
大
な
る
苦
痛
さ
戚
壱
ら
れ
し
が
、
爾
来
我
図
商
工
業
は
念
速
に
進
歩
し
、
特
に
欧
洲
大
戦
以
来
商
工
業
の
按
遣
は
、
努
働
の
需
要
伝
増
加
し
て
移
住
の
徐
被
少
か
り
き
。
然
る
に
近
時
欧
洲
大
戦
後
の
影
響
を
受
け
て
、
経
務
界
は
反
動
的
洗
滞
起
り
て
失
業
者
の
救
済
問
題
さ
な
・
り
、
叉
将
来
過
剰
人
口
の
根
本
的
救
済
ご
し
て
は
海
外
に
移
住
地
を
求
め
ざ
る
可
か
ら
宇
ぜ
論
議
せ
ら
る
、
じ
至
れ
り
。
然
る
に
彼
の
米
闘
に
於
て
は
前
越
の
如
き
苦
し
き
綴
験
を
経
て
、
幾
多
の
図
際
的
紛
議
を
惹
起
せ
り
。
又
加
奈
陀
u
A
濠
州
に
炉
、
て
も
拒
絶
し
、
殊
に
濠
州
の
如
き
は
土
地
厳
大
努
力
紋
乏
せ
る
心
拘
は
ら
守
、
民
族
的
偏
見
を
以
て
白
人
減
州
主
義
守
主
張
せ
り
。
然
れ
ば
叉
米
聞
に
謝
す
る
さ
同
様
の
方
法
に
よ
り
、
解
決
の
策
を
企
て
る
の
要
ゐ
る
ぺ
し
。
然
る
に
南
米
諸
閣
の
内
殊
に
伯
刺
西
爾
の
如
き
は
、
白
人
稲
に
よ
り
治
め
ら
る
、
も
日
本
人
に
謝
し
多
大
の
好
意
を
有
し
、
我
移
民
を
迎
へ
る
を
以
て
、
…
歳
前
米
へ
の
移
住
じ
着
似
す
べ
し
さ
総
せ
ら
る
。
是
れ
同
固
に
於
て
は
現
時
宮
源
開
後
に
蛍
b
労
カ
餓
乏
の
潟
赦
迎
す
る
も
の
な
れ
ば
長
き
忠
一
箱
を
経
て
、
漸
次
資
本
及
勢
力
供
給
の
判
擦
な
る
に
至
れ
ば
、
徐
に
文
化
の
呉
な
る
民
放
の
入
闘
を
制
限
し
、
又
は
担
絡
す
る
に
至
る
ぺ
き
は
想
像
す
る
に
難
か
ら
子
。
然
れ
ば
同
凶
に
釣
し
辿
蛍
の
政
策
を
以
て
、
移
住
す
る
を
要
す
べ
し
a
又
他
方
に
我
困
民
の
移
住
地
さ
し
て
、
故
障
少
〈
、
低
抗
の
弱
き
所
を
求
め
ぎ
る
可
か
ら
宇
。
印
ち
我
本
闘
の
保
謎
を
十
分
に
受
〈
べ
き
凶
土
、
夫
の
満
洲
議
古
西
比
利
湿
地
方
の
如
き
は
、
通
蛍
な
る
所
な
る
べ
し
。
是
等
の
地
方
は
近
時
の
戦
役
に
よ
り
、
少
な
か
ら
ぎ
る
生
命
必
財
カ
を
犠
牲
ご
し
た
れ
ば
、
経
済
上
の
利
盆
は
務
〈
て
も
、
政
治
上
の
刺
盆
が
優
に
之
を
補
ひ
、
且
我
凶
さ
の
通
商
貿
易
上
に
も
利
盆
少
な
か
・ら
ぎ
る
ぺ
し
。
又
是
等
の
地
方
に
於
て
は
同
化
及
民
族
的
偏
見
の
問
題
も
、
容
易
に
殺
生
せ
ぎ
る
ぺ
し
。
デ
＃
l
チ
z
ル
氏
債
値
拳
設
伊
藤
久
秋
債
低
謬
説
は
匙
舎
経
済
拳
の
礎
石
た
り
、
ペ
エ
ム
ム
ー
ク
z
y
p
の
云
へ
る
如
く
「
会
事
裁
の
中
心
に
」
立
つ
も
の
た
り
、
又
マ
y
カ
ロ
y
グ
の
一
式
へ
る
如
〈
「
経
済
率
の
一
切
の
・
攻
究
に
根
本
的
重
要
ぞ
有
す
る
も
の
」
た
り
。
而
し
て
英
意
義
深
甚
な
る
だ
り
、
最
異
論
多
き
館
学
設
に
属
す
る
も
の
は
又
貨
に
是
な
b
。
然
れ
ざ
も
議
鮮
を
事
ご
し
排
撃
を
念
ざ
す
る
よ
り
起
る
論
争
を
外
に
す
れ
ば
、
根
祇
に
於
て
意
見
の
宰
闘
を
緩
成
す
る
、
唯
一
デ
キ
E
チ
Z
W
氏
側
値
血
中
蹴
三
五
五
